
11月

28日
、
「
戦
争
法
制
ぶ
っ

潰
せ
江
東
行
動
実
行
委
員
会
」
の

呼
び
か
け
で
「
砂
町
の
会
」
や

「
大
島
の
会
」
、
「
マ
マ
の
会
＠

江
東
」
な
ど
６
団
体
が
参
加
し
街

頭
演
説
と
宣
伝
行
動
が
取
り
組
ま

れ
、
民
主
党
・
有
田
芳
生
参
院
議

員
、
日
本
共
産
党
・
宮
本
徹
衆
院

議
員
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

有
田
議
員
は
「
戦
争
法
は
強
行

採
決
さ
れ
た
が
、
国
会
外
で
一
人

ひ
と
り
が
、
政
治
を
変
え
よ
う
と

動
き
出
し
た
」
「
野
党
が
一
つ
に

な
っ
て
安
倍
政
権
の
悪
政
を
止
め

る
新
し
い
民
主
主
義
の
流
れ
を
つ

く
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

宮
本
議
員
は
「
世
界
の
テ
ロ
の

土
壌
と
な
っ
て
い
る
貧
困
を
な
く

し
て
い
く
国
際
的
な
努
力
が
必
要
」

「
安
倍
政
権
は
戦
争
法
で
ア
メ
リ

カ
に
言
わ
れ
る
ま
ま
自
衛
隊
を
海

外
へ
出
そ
う
と
し
て
い
る
」
「
憲

法
９
条
を
持
っ
て
い
る
日
本
が
、

武
力
行
使
で
は
な
い
持
続
的
な
平

和
外
交
で
役
割
を
果
た
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
と
、
政
権
交
代
の

必
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
東
京
選
挙
区
予

定
候
補
・
山
添
拓
氏
、
社
民
党
北

区
議
も
駆
け
つ
け
て
訴
え
ま
し
た
。

横
断
幕
や
プ
ラ
カ
ー
ド
に
加
え
、

安
倍
首
相
を
模
し
た
人
形
も
登
場

し
、
「
ア
ベ
お
ろ
せ
」
の
大
根
踊

り
な
ど
高
校
生
や
外
国
人
の
観
光

客
ら
が
写
真
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

冒
頭
、
こ
の
間
の
労
働
争
議
や

労
働
相
談
の
紹
介
。
加
盟
労
組
の

活
動
報
告
に
続
き
、
青
龍
（
せ
い

り
ゅ
う
）
美
和
子
弁
護
士
（
東
京

法
律
）
が
「
派
遣
法
改
悪
な
ど
労

働
法
改
悪
の
動
き
と
労
働
組
合
組

織
化
の
意
義
」

を
テ
ー
マ
に
記

念
講
演
し
ま
し

た
。青
龍
氏
は
開

口
一
番
「
憲
法

に
よ
り
、
国
民

は
勤
労
の
権
利
を
有
す
る
」
と
強

調
、
「
安
倍
政
権
に
よ
る
労
働
法

制
改
悪
は
、
労
働
者
に
対
す
る
国

の
責
任
放
棄
」
と
断
罪
。
今
年
９

月
か
ら
施
行
の
「
労
働
者
派
遣
法
」

の
改
悪
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
し

た
。さ
ら
に
「
正
社
員
に
な
れ
ず
生

涯
派
遣
」
が
現
実
の
も
の
に
な
る

派
遣
法
改
悪
、
労
働
基
準
法
を
改

悪
す
る
労
働
時
間
規
制
緩
和
、

「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
労

働
制
」
（
残
業
代
ゼ
ロ
）
、
解
雇

の
金
銭
解
決
制
度
に
も
警
鐘
を
鳴

ら
し
、
「
突
然
死
、
過
労
死
、
う

つ
病
が
増
え
、
働
く
者
の
健
康
が

む
し
ば
ま
れ
る
」
。
労
働
者
の
権

利
を
主
張
し
、
仲
間
と
共
に
た
た

か
う
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・

平和を守る運動をご紹介します。

こ う と う 民 報 ２０１５年 １２月号 №１３３ －1－

２０１５年１２月号 №133

発 行
こうとう民報編集委員会
責任者 猪又 武夫

住所 江東区東陽2-3-5-203

電話3648-5155FAX3648-5137

ホームページ

http://www.koto-minpo.jp/

師
走
に
な
っ
て
も
ま
だ

秋
の
気
候
、
奥
日
光
や

草
津
に
は
例
年
の
雪
は

な
く
、
季
節
は
ず
れ
の

雨
が
降
る
と
い
う
異
常

気
象
で
す
▼
先
月

30日
に
開
幕
し

た
Ｃ
Ｏ
Ｐ

21に
は
約
１
５
０
カ
国

の
首
脳
が
参
加
。
水
没
の
危
険
に

あ
る
島
し
ょ
国
の
首
相
は
、
「
人

類
の
生
存
」
を
か
け
た
決
断
を
迫

り
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
は
地
球
温

暖
化
が
窮
乏
と
貧
困
を
拡
大
し
て

テ
ロ
の
要
因
に
な
る
と
指
摘
し
ま

し
た
▼
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
予
測
は
、
今
世

紀
末
に
は
気
温
４
・
８
℃
、
海
面

80㎝
の
上
昇
を
告
げ
て
い
ま
す
。

産
業
革
命
か
ら
発
達
し
た
資
本
主

義
体
制
は
地
球
環
境
の
破
壊
を
も

伴
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
首
相

は
１
兆
３
千
億
円
の
途
上
国
支
援

に
か
こ
つ
け
て
、
Ｃ
Ｏ

2排
出
の

石
炭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
イ
ン
ド
と

火
力
発
電
の
協
定
を
結
び
ま
す
▼

今
年
の
流
行
語
大
賞
に
現
政
権
を

名
指
し
で
糾
弾
す
る
「
ア
ベ
政
治

を
許
さ
な
い
」
が
入
り
、
戦
争
法

廃
止
の
統
一
署
名
も
ス
タ
ー
ト
。

す
で
に
先
月

10日
、
安
倍
首
相
の

後
ろ
盾
「
日
本
会
議
」
主
催
の
１

万
人
集
会
で
は
、
憲
法
改
定
の
国

民
投
票
賛
同
者
は
４
４
５
万
３
千

人
と
発
表
。
戦
前
社
会
へ
の
復
帰

を
め
ざ
す
潮
流
と
の
対
決
で
す
▼

異
例
と
も
い
え
る
松
の
内
か
ら
国

会
を
開
会
す
る
来
年
こ
そ
は
、
戦

争
法
の
施
行
、
沖
縄
新
基
地
訴
訟
、

消
費
税
増
税
と
法
人
税
引
き
下
げ
、

原
発
再
稼
働
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意

と
対
策
、
残
業
代
ゼ
ロ
の
労
働
法

制
、
医
療
・
介
護
の
改
悪
等
々
を

め
ぐ
り
、
保
革
を
超
え
た
一
点
共

闘
か
ら
統
一
戦
線
へ
と
発
展
さ
せ

る
世
論
と
運
動
を
力
に
、
暴
走
ス

ト
ッ
プ
を
！

亀
戸
の
認
証
保
育
所
が

11月
休

園
と
な
り
ま
し
た
。
株
式
会
社
運

営
の
園
は
、
昨
年
末
に
経
営
者
が

変
わ
り
、
園
名
や
運
営
方
針
の
変

更
、
保
育
料
値
上
げ
、
給
料
日
の

変
更
な
ど
一
方
的
で
露
骨
な
儲
け

優
先
の
運
営
が
行
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、
保
育
士
が
一
斉
退
職
。
施
設

長
を
含
め
、
そ
の
後
の
対
応
が
で

き
ず
休
園
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
別
の
株
式
会
社
が
運
営

す
る
認
証
保
育
所
も
、
職
員
、
有

資
格
者
を
揃
え
ら
れ
ず
、
「
改
善

命
令
」
が
出
さ
れ
て
も
改
善
さ
れ

な
い
た
め
「
認
証
取
り
消
し
」
、

来
年
３
月
で
閉
園
と
な
り
ま
し
た
。

在
園
す
る
子
ど
も
た
ち
は
別
の

保
育
所
を
探
し
て
転
園
す
る
し
か

な
く
、
子
ど
も
と
保
護
者
の
混
乱
、

不
安
、
成
長
へ
の
影
響
は
大
変
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

保
育
士
が
不
足
す
る
背
景
に
は
、

保
育
へ
の
公
的
責
任
を
投
げ
捨
て

て
保
育
費
用
の
節
減
、
規
制
緩
和
、

株
式
会
社
の
参
入
を
認
め
る
な
ど
、

「
安
上
が
り
」
保
育
を
進
め
て
き

た
政
治
の
責
任
が
あ
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
こ
れ
ま

で
「
儲
け
を
目
的
と
す
る
株
式
会

社
の
保
育
へ
の
参
入
は
、
人
件
費
・

教
材
費
な
ど
が
削
ら
れ
、
保
育
の

質
が
下
が
る
」
と
指
摘
を
し
て
き

ま
し
た
。

こ
れ
が
現
実
に
大
き
な
問
題
と

な
り
、
恒
常
的
な
保
育
士
不
足
で

子
ど
も
を
見
守
る
十
分
な
保
育
が

で
き
な
い
う
え
、
過
重
労
働
と
低

賃
金
が
加
速
、
体
や
心
を
病
ん
で

退
職
に
至
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

昨
年
、
江
東
区
の
認
可
保
育
園

に
入
園
を
申
し
込
ん
で
入
れ
な
か
っ

た
子
ど
も
は
１
３
９
７
人
。
保
育

園
に
入
れ
な
け
れ
ば
働
き
た
く
て

も
働
け
ず
、
保
育
の
内
容
が
不
安

で
も
選
ぶ
余
地
も
な
い
現
状
で
す
。

共
産
党
区
議
団
と
し
て
、
公
的

に
保
育
責
任
を
し
っ
か
り
果
た
す

こ
と
、
民
間
の
保
育
所
へ
の
指
導
・

援
助
の
強
化
を
強
く
求
め
て
い
き

ま
す
。

《《 《《
区区 区区
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任任 任任
をを をを
果果 果果
たた たた
せせ せせ
》》 》》

認認 認認
証証 証証

保保 保保
育育 育育

所所 所所
がが がが
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11月

22日
「
戦
争
法
の
廃
止
を

求
め
る
砂
町
の
会
」
が
憲
法
学
習

の
集
い
の
第
１
回
を
砂
町
区
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
、

28人
が
参
加
し

ま
し
た
。

西
田
穣
弁
護
士
（
東
京
東
部
法

律
）
が
、
図
版
や
写
真
を
投
影
し

な
が
ら
、
権
力
を
縛
る
憲
法
の
役

割
や
安
倍
政
権
が
強
行
可
決
さ
せ

た
安
保
法
制
（
戦
争
法
）
の
「
中

身
と
狙
い
、
廃
止
へ
の
道
」
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

こ
の
学
習
の
集
い
は
今
後

12月
、

１
月
と
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
す

る
計
画
で
す
。
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本
田
氏
は
、
日
本
の
メ
デ
ィ

ア
は
本
当
の
こ
と
を
報
道
し

て
お
ら
ず
、
医
療
・
介
護
の

問
題
点
が
国
民
に
知
ら
さ
れ

て
い
な
い
実
態
を
語
り
ま
し

た
。医
師
や
看
護
師
が
足
り
な

い
な
ど
、
医
療
分
野
で
の
い

ろ
い
ろ
な
矛
盾
が
あ
り
大
変

な
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
政

府
は
医
療
・
介
護
費
用
の
抑

制
を
進
め
て
い
ま
す
。

医
療
費
が

40兆
円
超
え
た

と
強
調
し
、
削
減
が
必
要
と

し
て
い
る
が
、
実
は
、
公
費

負
担
は
医
療
費
全
体
の

38・

６
％
（

16兆
円
）
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
イ
ギ
リ
ス
や
キ
ュ
ー

バ
な
ど
医
療
費
無
料
の
国
が

多
く
あ
る
中
で
、
日
本
で
は

患
者
負
担
が
高
い
こ

と
な
ど
、
ス
ラ
イ
ド

で
デ
ー
タ
を
示
し
て

説
明
し
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
制
度

の
再
生
の
た
め
に
実

現
す
べ
き
こ
と
と
し

て
、
先
進
国
並
み
の

医
療
・
介
護
予
算
と

自
己
負
担
の
軽
減
。

医
師
や
看
護
師
の
増

員
、
介
護
職
員
待
遇

改
善
、
医
師
国
家
試

験
の
受
験
機
会
増
加

な
ど
を
あ
げ
、
診
療

報
酬
引
き
下
げ
は
許
せ
な
い

と
強
調
し
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
だ
け
で
な
く
、

反
貧
困
・
格
差
拡
大
、
原
発

再
稼
働
反
対
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
阻
止
、

辺
野
古
新
基
地
建
設
ス
ト
ッ

プ
、
戦
争
法
廃
止
な
ど
、
国

民
的
課
題
を
実
現
す
る
た
め
、

国
の
予
算
の
使
い
方
を
変
え

る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
安
倍

自
公
政
権
を
退
場
さ
せ
よ
う

と
結
び
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
と
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
「
３
本
の
矢
」
の
大
失

政
で
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で

の
２
期
連
続
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
マ
イ

ナ
ス
。

そ
の
要
因
は
、
①
個
人
消

費
が
非
常
に
落
ち
込
ん
で
い

る
。
②
物
価
が
値
上
が
り
し

て
い
る
。
③
年
収
２
０
０
万

円
以
下
の
労
働
者
が
前
年
度

よ
り

85万
人
増
。
④
中
小
業

者
収
益
状
況
は
マ
イ
ナ
ス
３

％
な
ど
景
気
悪
化
が
明
瞭
に
。

消
費
税
が
導
入
さ
れ
て
か

ら

27年
間
の
累
計
で
消
費
税

収
が
３
０
４
兆
円
に
対
し
、

大
企
業
法
人
税
が
２
６
３
兆

円
も
減
税
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
世
論
調
査
で
も
、

17

年
４
月
の
消
費
税
率

10％
引

き
上
げ
に
反
対
が
６
割
（
朝

荒川は奥秩父の甲武信岳を水源とし、

北区岩渕水門からの人工河川を荒川、南

流する本流を隅田川といいます。

1907(明治40)年の豪雨による洪水を契

機に、東京市会は「荒川中川間開削事業」

を決議し、荒川筋隅田村から中川に通ず

る水路を開き、中川下流の川幅拡張を要

望しました。翌年、東京府会も荒川治水

を貴族院と衆議院に請願し、1911(明治44)

年4月、この地域に「河川法」が施行され

ました。

工事はその年から内務省東京土木出張

所直営ではじまりました。川口から鐘ヶ

淵までの12キロは、幅を114ないし450メー

トルに拡げ、鐘ヶ淵からの12キロは新し

く川を堀り、中川を横断して逆井の東を

とおって中川口から海に出すというもの

でした。

この工事は、敷地買収をはじめ、水路

の掘削や築堤、水門と閘門の建設、鉄道

と架橋、労働者と飯場の確保など、総工

費は2500万円、労働者は延べ300万人で、

21人の犠牲者をだしました。

1923年9月17日、洪水、津波、大震災を

のりこえて主な開削工事が完了し、10月1

2日に岩渕水門の堤上で通水式がおこなわ

れました。

永井荷風はこの荒川放水路を愛してよ

く訪れ、いくつもの水門が空にそびえて

いるのを見て「放水路」という随筆に書

いています。歌人土屋文明は、荒川放水

路と中川放水路の二つが並んで海に注い

でいるのを見て歌をつくりました。

荒川を渡り終えて直ちに中川なり

二川並(な)みて海につづけり

放水路ができた時、「国民新聞」は

「この大工事の完了したる今後は…東京

市の低地即ち本所深川方面その他も全然

洪水の難を永久に受けない」と書きまし

た。しかし第二次大戦中の森林乱伐や修

復事業の遅れが、台風による水害をまね

きました。また、南部埋め立てで地下鉄

東西線、湾岸道路が放水路を跨ぎ、かつ

ての自然な風景は見られなくなります。
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12月
４
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
江
東
区
社
会
保
障
推

進
協
議
会
主
催
の
医
療
介
護
問
題
学
習
会
が
開
か
れ
、

本
田
宏
氏
(外
科
医
・
埼
玉
済
生
会
栗
橋
病
院
前
院
長
補

佐
）
が
講
演
し
ま
し
た
。

荒川放水路の通水

ユーモアを交えた本田宏医師の話を聞く参加者

11月

27日
、
区
民
セ
ン
タ
ー
で
江
東
各
界
連
主
催
の
「
増

税
阻
止
･ 消
費
税
廃
止
！
学
習
会
」
が
、
消
費
税
廃
止
中
央
各

界
連
絡
会
の
堤
文
俊
氏
を
講
師
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
す
る
堤
文
俊
さ
ん

日
新
聞
）
。
ロ
イ
タ
ー
配
信

（
８
月
）
の
中
堅
・
大
企
業

の
調
査
で
経
済
環
境
が
「
ま

だ
整
っ
て
い
な
い
」

82％
。

各
界
連
は
、
戦
争
す
る
国

づ
く
り
の
戦
費
調
達
の
財
源

に
消
費
税
を
充
て
る
こ
と
は

許
さ
な
い
。
安
倍
政
権
を
倒

し
て
市
民
の
力
で
新
し
い
政

府
を
つ
く
る
こ
と
は
、
消
費

税
を
廃
止
す
る
展
望
を
示
し

て
い
ま
す
、
と
述
べ
ま
し
た
。

佐
藤
巌
会
長
は
開
会
挨
拶

で
｢ 戦
争
法
は
９
月

19日
未

明
に
強
行
さ
れ
た
が
、
反
対

す
る
国
民
世
論
と
運
動
が
広

が
っ
て
い
る
。
多
く
の
若
者

を
含
め
国
民
を
立
ち
上
が
ら

せ
て
い
る
最
大
の
動
機
は
、

安
倍
内
閣
の
国
民
無
視
の
政

治
姿
勢
と
戦
争
法
の
内
容
に

あ
り
、
自
公
政
治
を
変
え
よ

う
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

来
賓
の
あ
ぜ
上
三
和

子
都
議
は
、
８

月
か
ら
介
護
料

金
値
上
げ
で
、

都
民
の
く
ら
し

が
深
刻
に
な
っ

て
い
る
と
報
告
。

す
が
や
俊
一

区
議
団
幹
事
長

は
、
守
る
会
が

要
求
し
た
ク
ー

ラ
ー
の
電
気
代
を
６
月
か
ら

９
月
の
４
か
月
、
区
が
独
自

に
補
助
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
こ
と
な
ど
を
報
告
。
正
保

み
き
お
区
議
、
赤
羽
目
民
雄

区
議
，
山
本
真
区
議
も
参
加
。

最
後
に
大
会
決
議
「
戦
争

は
最
大
の
人
権
侵
害
で
あ
り
、

生
存
権
保
障
と
も
相
い
れ
な

い
も
の
。
私
た
ち
は
、
戦
争

法
を
必
ず
廃
止
し
よ
う
」
を

採
択
し
ま
し
た
。

会
と
し
て
戦
争
法
廃
止
統

一
署
名
３
千
筆
が
目
標
で
す
。

「「 「「 生生 生生
活活 活活

とと とと
健健 健健

康康 康康
守守 守守

るる るる
会会 会会

」」 」」 第第 第第

44443333回回 回回
定定 定定

期期 期期
大大 大大

会会 会会

11月

23日
、
江
東
生
活
と
健
康
守
る
会
第

43回
定
期

大
会
が
東
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

挨拶する佐藤巌会長

☆
行
事
日
程

☆

○○ ○○
１１ １１
月月 月月
４４ ４４
日日 日日
（（ （（ 月月 月月
）） ））

◆◆ ◆◆
消消 消消
費費 費費
税税 税税
増増 増増
税税 税税
反反 反反
対対 対対
宣宣 宣宣
伝伝 伝伝
・・ ・・ 署署 署署
名名 名名
行行 行行
動動 動動

（

11時
～
富
岡
八
幡
宮
前
）

消
費
税
な
く
す
江
東
の
会

○○ ○○
１１ １１
月月 月月
８８ ８８
日日 日日
（（ （（ 金金 金金
）） ））

◆◆ ◆◆
春春 春春
闘闘 闘闘
共共 共共
闘闘 闘闘
新新 新新
春春 春春
いい いい
っっ っっ
せせ せせ
いい いい
宣宣 宣宣
伝伝 伝伝
行行 行行
動動 動動

（
区
内
７
駅
）
江
東
大
運
動
実
行
委
員
会

○○ ○○
１１ １１
月月 月月

11117777日日 日日
（（ （（ 日日 日日
）） ））

◆◆ ◆◆
新新 新新
婦婦 婦婦
人人 人人
江江 江江
東東 東東
支支 支支
部部 部部
新新 新新
春春 春春
のの のの
つつ つつ
どど どど
いい いい

（

13時

30分
～
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

◆◆ ◆◆
東東 東東
京京 京京
土土 土土
建建 建建
江江 江江
東東 東東
支支 支支
部部 部部
新新 新新
春春 春春
のの のの
つつ つつ
どど どど
いい いい

（

17時
～
ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト

21）

○○ ○○
１１ １１
月月 月月

22222222日日 日日
（（ （（ 金金 金金
）） ））

◆◆ ◆◆
江江 江江
東東 東東
区区 区区
労労 労労
連連 連連
旗旗 旗旗
びび びび
らら らら
きき きき

（

18時
～
東
京
土
建
江
東
支
部
会
館
）

○○ ○○
１１ １１
月月 月月

22223333日日 日日
（（ （（ 土土 土土
）） ））

◆◆ ◆◆
戦戦 戦戦
争争 争争
法法 法法
廃廃 廃廃
止止 止止
・・ ・・ 砂砂 砂砂
町町 町町
のの のの
会会 会会
第
３
回
学学 学学
習習 習習
会会 会会

（

14時
～
南
砂
区
民
館
）

◆◆ ◆◆
江江 江江
東東 東東
民民 民民
商商 商商
新新 新新
春春 春春
のの のの
つつ つつ
どど どど
いい いい

（

18時

30分
～
亀
戸
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
）

○○ ○○
１１ １１
月月 月月

22225555日日 日日
（（ （（ 月月 月月
）） ））

◆◆ ◆◆
消消 消消
費費 費費
税税 税税
増増 増増
税税 税税
反反 反反
対対 対対
宣宣 宣宣
伝伝 伝伝
・・ ・・ 署署 署署
名名 名名
行行 行行
動動 動動

（

17時

30分
～
門
前
仲
町
交
差
点
）

江
東
各
界
連

旧旧旧旧葛西橋
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